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第1節 関連団体
関連病院
一 開学30周年にあたって
一
関連病院長懇談会会長 藤田 秀春高岡市民病 院院 長
このたびは、 開学30周年をお迎えになり、 ま
ことにおめでとう ございます。 心からお祝い申
し上げるとともに、 多数の人材の育成、 医学教
育、 地域医療のため、 永年にわたって努力され
てきた先人、 関係者の方々に対してあらためて
敬意を表するものであります。
ここ10年の関連病院の数と派遣医師数を見て
みますと、 平成 7 年度は県内公的病院21 (医師
数141)、 民間病院26 (医師数51)、 県外公的病
院43 (医師数105)、 民間病院28 (医師数44)で
あったものが、 平成17年では県 内 公的病院32
(医師数238)、 民間病院47 (医師数82)、 県外公
的病院42 (医師 数112)、 民 間 病 院42 (医師 数
73)となっており、 特に県内公的、 民間病院へ
の派遣医師数の増加が著しい。 このことは県内
医療の充実に果たしている富山医科薬科大学の
役割の大きさを表しているものと考えられ、 今
後も関連病院と大学病院の良好な共同関係を維
持していくことの重要性を認識させられます。
大学病院と関連病院はいわゆる車の両輪の関
係にあり、 いずれが欠けても相互の発展は望め
ません。 大学病院には更なる優秀な人材の育成
を、 また関連病院では派遣された医師に十分な
活躍の場を提供して地域の医療に貢献してゆく
ことを望みたいと思います。
ところ で、 今年 2 年目を迎えた医師の新臨床
研修の影響で、 地域病院への派遣医師数の減少、
ひいては医師剥がしなる言葉さえ聴かれるほど
の医師不足が大きな社会問題となっています。
ことに、 地方都市での医師不足は深刻であり、
自治体病院協議会ではこのままでは地域医療が
崩壊するとして行政的な手段を講じるよう に要
請しているところ です。 また、 産科、 小児科、
外科、 麻酔科などの特定診療科を希望する医師
の極端な減少も将来に対する大きな不安要因で
あり、 こう した状態の打開策をどのよう に考え
てゆくかという 問題も、 医育 機関としての大学
病院の喫緊の課題と思われます。
そう した状況下で、 今我々が最も関心を寄せ
ているのは新臨床研修 2 年間を修了した医師た
ちの動向です。 現在都会に集中しているこれら
の研修医が、 今後どのよう な道に進むのか。 優
秀で評価の高い研修病院といえども、 現在研修
している全ての研修医を 3 年目以降も採用する
ことは不可能です。 果たして大学医局への回帰
は有りう るのか。 もし、 いわゆる入局者が激減
するよう な事態になれば、 これからの地域医療
のみならず、 医学、 医療の発展にも大きな支障
をきたすことは明 白です。 研修医の大学離れの
理由は何だったのでしょう か。 従来からの大学
は、 診療スタッフの不足、 低待遇、 組織的な教
育・研究体制の整備不足、 過重労働、 前時代的
な医局運営など多くの構造的な問題があったと
思われますが、 それらが今一気に表面化したと
いえるのではないでしょう か。 こう した問題に
適切に対応しなければ若手医師への求心力がさ
らに低下し、 ひいてはわが国の医学・医療レベ
ルの低下を招くことになります。 しかし、 これ
まで医師の専門的教育、 高度医療の開発などに
大学病院あるいは医局の果たして来た役割は極
め て大きなものがあります。 新臨床研修を終
わって新しい価値観を持った新人医師にとって、
魅力的な医局とは何か、 魅力的な大学病院とは
何か、 これまでの古い考えから脱却してさらに
検討してゆく必要があると思います。
本年10月から、 新富山大学が誕生します。 こ
れまでとは違った組織運営が求められるこの 機
会に更なる発展が望めるよう 、 叡知を集めて努
力してゆきたいものです。
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しらゆり会
理事長 柳田 友道
富山医科薬科大学しらゆり会は富山県におけ
る篤志献体夜録者の団体であり、 篤志解剖全国
連合会に所属して献体運動を実施している。 そ
の生い伝ちについては、 わが国におけ る篤志献
体運動禁明期の展望 も含めて、 富山医科薬科大
学『関学十周年記念誌Jにしらゆり会元会長の
中井精一氏が詳しく述べられているので、 ここ
でははじめに北陸地医における献体運動の発展
経過についての概要を述べるこ と とする。
金沢大学医学部解剖l学教室山田致知 (むねさ
と) 教授は、 篤志献体による解剖学実習が阪学
生の系統解剖学に関する医学的 並びに倫理的 教
育に欠かせないこ とを強く認識され、 本事業の
ふ:ち上げに尽)Jされていた ところ、 これを知っ
た富山県善意銀行理事長中井精 宇氏が山田教授
の志向に全面的に賛同され、 両氏が相協力して
Il{í和44年、「しらゆり会jを設立し、 初代理事
長に中井氏が就任された。
昭和50年、 富山医科薬科大学の関学に伴い、
医学部では解剖学実習が実施されるこ と となっ
たので、 大学当局は中井氏の協力を得て、 昭和
52年、「しらゆり会富山医科薬科大学支部jを
設置し、 初代支部長に佐々亭学長が就任した。
さらに福井医科大学の新設に伴い、 昭和56年に
は「しらゆり会福井医科大学支部」が設置され、
北陸地区では既存の金沢大学 と併せて、 献体運
動の地盤が確立されるこ と となった。
昭和57年山田教授の金沢大学定年退職を機会
に、 山田氏がしらゆり会理事長に、 中井氏は同
会長に就任され、 その後本会は着実に発展した。
しかし残念ながらILi田理事長が平成 6 年に永眠
されたので、 翌年金沢大学関係者の読谷栄作氏
が理事長に就任した。
平成 8 年頃、 北陸地区の献体登録会員 数は
5，000人 を超えるに至ったので、 しらゆり会の
効率的 運営を図るために各支部の分離独立案が
浮上し、 その方向で検討されていた。 そのよう
な折、 平成 8 年、 本会大黒柱の中井会長が111m
氏の後を追う よう に他界されたこ とは誠に残念
であった。 その翌年計画どおり、 しらゆり会は
解散して、 富山、 福井の各支部は独立すること
となり、 北陸3 県の3 大学に、 それぞれの大学
名を冠したしらゆり会が発足するこ と となった
のである。 こう して発足した「寓山医科薬科大
学しらゆり会」 理事長には柳田友道が就任し、
現在に至っている。
本学しらゆり会は本学事務局研究協力課の協
力の下に事業を展開しており、 登録会員 数はこ
こ数年間、 約1，2 50名を前後しながら定 常状態
にあり、 そのう ち年間約404うから50名前後の
方々が亡くなられ、 献体される という 状況が続
いていて、 解剖学実習は何ら支障なく実施され
ている。
本会会員 は日常作j吊において健康で、楽しく生
き抜くこ とをモットー としており、 秋期に開催
される本学の慰霊祭に合わせて開催 される総会
では、 解剖学実習に参加した学生諸君の話を聞
いたり、 献体運動をより深く理解するために、
会員 相互の活発な意見交換をしたり、 さらに医
学部教官を招いて健康増進や病気などの講話を
して頂き、 会員 の参考に供している。 また機関
誌「しらゆり富山」 はあまねく会員 に読まれて
いる。
平成17年 3 月には本学しらゆり会 として最大
のイベントであった第35回篤志解剖全国連合会
総会が本学医学部大谷修教授のご尽力により開
催 された。 この連合会での重要議題は、 大谷教
授が日本解剖学会で委員 長 として検討されてき
た「コメデイカルの解剖学実官教育」の問題で
あった。 問題 として指摘された点は、 コメデイ
カル教育機関の本件への取り組み)Jは様々だが、
概して基礎 となる解剖学教育に不備が感 じられ、
篤志献体解剖実習実施についての熱意が不十分
で、 献体提供者側の気持ち としては、 倫理面で
何 となく不信感 が払いきれないなどであって、
今後更に検討すべきこ とが話し合われた。
医学部後援会
30周年を迎えたことで
医学部後援会長 {天木 弘
関学30周年記念、 誠におめでとう ございます。
心からお慶び、申し上げます。 30周年を迎えたこ
とで、 現在医学部の後援会長をしております私
に、 記念誌への原稿依頼がありました。
最近の医学教育・医療界のトピックスは、 今
年からはじめ て医学科に CBT (コンピュータ
ーを利用した試験 ) が採用され、 臨床実習が受
講できるかどう かを判定されることになりまし
た。 また、 新規の研修医制度 (大学卒業後 2 年
間の臨床研修システ ム) で研修なされた先生た
ちが誕生し、 大学の附属病院や公的・私的病院
などに就職され診療を開始されました。 医療シ
ス テ ムの面では世界的にすぐれた 日 本の医療制
度 (GDP: Gross Domestic Productに占める社
会保障への税金分担が少ないので優れている)
の大幅な改革がなされよう としています。
私は、 本学の第2 回卒業生であり、 30年もす
ると私の二世も本学の学生になっておりました。
私が入学した頃はまだ附属病院もなく、 工事現
場に講義棟と体育館、 グラウンド、 野球場、 プ
ールが完成したばかりで広々としておりました。
今では、 当学部も最近順番に改築されている旧
大学の医学部に比して、 より風格がでできてい
ます。 また、 本年10月には富山医科薬科大学か
ら富山大学へと統合され、 総合大学の仲間入り
を呆たします。 今後の発展を期待いたします。
ここに発足された医学部後援会は、 今年で16
年目を迎え運営もス ムーズに運んでおります。
これも学生課の宮村氏のおかげであります。 本
後援会の使命は、 当学の学生さんに勉学ならび
に課外活動、 さらには健康管理に関して支援す
る会であり、 主に在学生の父兄から会費を集め
て成り立っております。 この会費は、 運営費、
事業費 (予防接種、 課外活動、 大学祭、 献体活
動、 図書購入、 運動 会、 講演会)、 積み 立 て
(遭難などの) に使用されています。
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学生諸君には、 これらの諸問題にも敏感であ
りながら、 勉学、 クラブ活動そして学生生活を
満喫できるよう 、 これからも後援会の皆様のご
協力よろ しくお願いいたします。
薬学部学生後援会
薬学部学生後援会長 古津 隆
『富山医科薬科大学関学 三十周年記念誌』 の
発刊を心からお慶び、申し上げます。
本薬学部学生後援会は平成10年2月に設立さ
れました。 学生後援会を設立するきっかけは、
当時、 中込和哉先生 (臨床分析学講座助教授)
と小泉徹薬学部長が中心となり、 教授会に提案
し講師以上の教官34人の拠金で96万円の資金を
集め、 緊急援助資金の貸与事業をスタートさせ
たことによります。 設立前の平成 9 年 9月 8 日
に「薬学部学生諸君へ緊急奨学援助のご案内」
という 掲示が貼り出されました。 そして同年 9
月28 日 の新聞記事にニュースとして紹介されて
います。 「学生の苦しい懐、 緊急支援。 富山医
薬大の教授会ポケットマネーで融資基金。 一回
5万円の無利子貸与」 という 見出しで、 記事内
容 は当時の文部省調査によると、 「最近の学生
の生活は以前に比べてかなりきびしく、 実態は
やりくり算段であるjという こと、 またそのよ
う な背景の中でも「教官の拠出による基金づく
りでの学生に対する小口融資は全国の大学でも
めずらしい」 という ことなどが書かれてありま
した。
その後平成 9年 2月14 日 、 父兄ならびに保証
人から学生後援会設立についての承諾、 多数の
賛同を得て、 翌年 1月24 日 設立準備世話人会、
同年 2月21 日 に第1 回薬学部学生後援会 (設立
総会) が聞かれたわけで、あります。 このよう に
してできた薬学部学生後援会は、 現在までその
基本目的を継承して次の活動を行っています。
①課外教育援助、 ②課外活動援助、 ③奨学資
金援助、 ④広報活動、 ⑤緊急対策
①課外教育援助
主に薬剤師国家試験 特別演習 (国家試験 対策
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活動は現在 も教務の先生方によって進行中)
薬学部ならびに和漢薬研究所のご理解とご協
力により、 国家試験対策を立てていただき、 薬
学ゼ ミナールによる集中講義や、 1週間おきの
模擬試験および国家試験ガイダンスを開催する
こ とで、 国家試験に向け ての緊張持続を図り、
また模擬試験の結果の解析によって、 受験生
個々の進展を把握し個別指導を行っています。
課外教育には相当な時間 と費用がかかります。
学生さんたちに 」部 自己負担 (模試受験料等)
をしていただいておりますが、 残る差額分を学
生後援会で補助させて頂いております。 また、
実宵に関わる病院薬剤部への書籍代、 卒業論文
発表会におけ る優秀諭丈に対して賞状や賞品の
提供なども行っております。
②課外活動援助
現在各I.jl体からの申請書に基づいて、 片寄り
や不公平のないよう に薬学部学牛会の在籍数、 大
会の主管などの責務の大きさなどによって、 優
先順位をつけ て配分額を調整して補助額を決め
ております。 予算の都合}'，十分な援助 とはいき
ませんが、 21ト11体のほか、 大学祭への補助、 学
生相談室への補助 も行っております。
③奨学資金援助
これは奨学金 とは異なります。 あくまで学Jt，
が A時的 にお金が必要になった ときに一回当た
り 8 万円を限度 として貸与する ものです。 全IEI
で学生が親に無心できず消費者金融に子を出し
て社会問題になったこ とを憂いて、 直接学'i'_た
ち と接する先生方の親心的 制度であり、 学生か
ら相談を受け た先T又は学生委員 が紹介する制
度です。 もちろん安易に貸号するのではなく、
返済計画、 保証人の依頼、 借用書の製作をして
提出して もらっています。 奨学資金援助活動は、
これまでにクラブ遠征、 車検費用の捻出、 就職
活動、 仕送りj戒額などに対して資金援助を行っ
てきました。 最近の例では、 実家焼失あるいは
3 年生より学内 医学部編入、 国家試験にIÎI]け て
の勉学集中によるアルバイト停止が貸与中し込
みの理由でした。 また、 この奨学金援助にかか
る資金(原資) は全ての教職員 会員 の会費の積
立てのIjlから行われています。
④広報活動
学生後援会総会資料および最新号の学園だよ
りをすべての会員 の皆様にお送りしております。
また有志の先生万によって本学薬学部のホーム
ページに学生後援会用の欄が設け られています。
ホームページが作成されインターネット土‘での
学生後援会の案内 や報告 も行われるよう になり
ました。 これにより富山県から離れた ところに
お住まいのご父兄、 保護者の皆様に も、 できる
だけ 早く情報をお伝えできるよう になった と思
います。
ここ数年、 大学祭開催期間に合わせて、 父兄、
保護者 と薬学部の先生方 との懇談会が開催され
ておりますが、 広報活動の効果で年々ご参加下
さるご父兄が増えて、 前回は約60人以上のご父
兄にご参加し、ただきました。 薬学部学生後援会
に とりましては、 より多くのご父兄、 保護者の
皆様の関心 とご意見を聞かせて頂け る非常に意
義のある機会だ と思っております。
いままで述べてきた活動内 符のほかに、 学生
の災害時に対して学生後援会の対応をどのよう
にするかなど、 検討していかねばならない問題
は山積みであります。
医療系総合大学 として富111医科薬科大学が設
なされてはや30年、 教官 と父兄、 保護者による
共同拠出でできた薬学部学生後援会はまだ 8 年
来年 4J1には薬剤師教育 6 年制化に伴う 第一
期生が入学してまいります。 まだまだ不充分な
体制の学生後援会ではありますが、 これからも
薬学部の教職員 の先生Jiにご指導I良き学生後援
会 として、 今、 そして将来的 に薬学部学生に何
が必要か、 何を援助できるかを考え、 的 確にそ
れを行える会 として進化していくこ とを今後の
U標にして努JJしていく所存です。
医学部同窓会
医学部同窓会長 高間 良久
つい先日開学J十周年を祝った と思ったら、
この度は三十周年記念である。 過ぎた歳月 と白
らに備わったものとを比べると、 『光陰矢の如
し』 などという 言葉の重みばかりを感じてしま
つ。
『人間五十年下天のう ちをくらぶれば』、 医学
部同窓会も一期生の多くがそんな年齢にさしか
カミるよう になってきた。
本会は197 6 年、 一期生の入学と同時に準備さ
れ、 1982年その卒業を 機に正式発足した。
本会の現在の主な事業は以下である。
1. 総会・理事会等の開催
2. 同窓会名簿・同窓会報の発行と発送
3. 卒業記念品の贈呈と卒業祝賀会の開催 (薬
窓会と共同)
4. 退官教官への記念品の贈呈
5. 大学祭の後援
6 . 富山医科薬科大学と関連病院長会議への出
席・協賛
7 . I杉谷の森」 合奏団への協賛
ほかに、 母校図書館への図書寄贈や各種協賛
事業、 さらに「医学教育の評価と展望J (1987 
年、 1992年)、 「卒業生の就業状 況調査J (1993 
年)などの調査事業や、 4.に関連して医薬大祭
記念講演会講演録「竹林に曾す」出版 (1995
年)、 関学二十周年記念シンポジウ ム「今、 大
学は何をなすべきか」 の開催 (1995年)、 など
を行ってきた。
こう した事業を数えながら、 今昔の感に堪え
ないのは、 昨今の医学部、 医療を取り巻く環境
の激変だろ う 。
2004年に導入された新医師臨床研修制度は、
研修医の位置づけを明確にした一方で、 従来の
医師派遣体制の崩壊をももたらした。
私の在住する栃木県では、 在京大学の医師需
要の高まりで本県派遣医師が引き揚げられた。
一方で、 本県にある自治医大、 濁協医大は主た
る 機能が栃木県の地域医療用人材の養成ではな
い事情があり、 地域は深刻な医師不足に見舞わ
れた。 現在、 複数の病院で救急診療の縮小、 病
床減、 病棟休止など病院 機能に大きな影響がで
ている。
研修医側も従来の母校・大学中心から大都会
の大規模病院志向で、 地方大学では定員割れの
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所もあると聞くから、 母校の同窓生より研修先
の同期生の方に親近感を覚えるかのよう な勢い
である。
1980年第一回医薬大祭記念講演会に来演され
た江藤淳先生は、 大東亜戦争敗戦後の占領政策
がわが国の精神風土に多大な影響を与えたこと
を体系的に指摘された。
乱暴な言い方かも知れないが、 本国でも行わ
れないよう な先鋭な個人中心主義の称揚、 言い
換えれば家族制度解体に象徴される帰属意識を
もたぬことを価値とする考えは、 個人を開放し
たかにみえて、 実は家族なり母校なり帰属する
集団で分けて背負っていた重荷を一切合切個人
に背負わせることにもなったのではないだろ う
か。
現在では欧米諸国は実質的に個人主義よりも
社会主義を重視するかのよう な体制に見え、 わ
が国はそれにも逆行しているよう に思えるのだ。
加えて個人情報保護法が先鋭な個人中心主義
とセットになって、 同窓会の基盤を大きく揺さ
ぶっている。
本会は入学時準会員として入会する、 という
シ ス テ ムをとっているが、 かつて3名 以 内 で
あった未入会者は最近では20名 前後と増え、 名
簿に個人情報を載せるべきではない、 との意見
もでてきた。
しかし、 概念としての「世界市民」 は提唱で
きても、 地域紛争や民族対立の現実がある以上、
帰属の価値、 いわば帰るところ のある安心を考
えないわけにはいかないだ、ろ う 。
私事で恐縮だが、 愚息の通う 創立130余年に
なる私立の中高一貫校では、 父母会まで学園振
興に熱心である。 経済的な問題も含め、 学園の
存立にそう した努力を必要とする事もあろ う が、
その学校に学ぶことのよさが、 そう した熱心さ
の源泉となっているよう に思う 。
医学科正会員2，289名、 看護学科正会員 614名、
教官である特別会員95名、 準会員850名 からな
る本会の使命は何か。 戦後6 0年、 振れ過ぎた振
り子がまた戻ることを祈りながら、 会員諸氏は
も ちろ ん、 薬窓会、 諸先生方、 ならびに本学に
関わるさまざまな方々のお力で、 本会の意義を
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見つめ、 高めて行け れば と思う 。
薬学部同窓会
富山薬窓会の活動
富山薬窓会長 松井 竹史
富山医科薬科大学が、 昭和50年10月に医学部
と薬学部を有する大学として創立され、 今度開
学三十周年記念式典・記念講演会を開催 されま
したこ と、 心からお慶び、申し上げます。 引続き
医学部同窓会 と富山薬窓会の合同で記念祝賀会
を開催 しました。 歴代の学長先生、 教職員 の
方々、 各界団体の代表者、 そして大勢の同窓会
の皆様にご出席を頂き、 旧交を温め、 将米を展
望する有意義な会 となりました。
振り返ってみます と、 富山薬窓会は、 明治26
年 (1893年) 8 月の共立薬学校の開校以来、 百
卜数年ムの歴史 と共に9，000名近い同窓会員 を擁
しております。 母校は、 明治30年 (1897年) 11
月富山市立薬学校へ移管され、 その後、 市立薬
業学校、 富山県立薬業学校、 富山県立薬学専門
学校、 官立薬学専門学校、 そして昭和24年(1949
年) 5 月、 富 山 大 学 薬 学 部、 昭 和50年 (1975
年) 10月、 古山i宍科薬科大学薬学部、 平成16年
(2004年) 10月、 回収大学法人 富山医科薬科大
学薬学部 と変遷発展してきました。 今後、 平成
17年 (200 5年) 10月、 国立大学法人 古山大学薬
学部へさらなる発展が予定されています。
同窓斗ては日本国内 のみならず、 世界の各地で
灰療保健の向上、 薬学の隆盛に力を発揮されて
います。 校名は変遷しで も、 活躍の場は違って
も、 富山において学んだ同志 として、 連帯感 は
変わらず、 日本各都道府県に支部 と、 |玉|外 2 支
部を有し、「富山薬窓会」 員 とし て強い粋を
持っております。
また、 会員 活躍の状況は会報「遠久染」に毎
年記載され、 各支部報告、 同級会報告等のほか、
会員 の叙勲、 褒章、 厚生労働大臣表彰、 文部科
学大臣表彰、 知事表彰、 その他受賞者の数の多
さから も窺い知るこ とが出来ます。
富山薬窓会は毎年、 常任理事会総会を行い、
本部活動、 支部長報告等で、 本音1 、 支部の意思
疎通を図っています。 また、 会報「遠久染J を
全会員 に発送しています。 富山薬窓会本部支部
活動はホームページに も載っています。
会員名簿は、 直近では2004年版を発行した と
ころです。 薬窓会後援事業 として、「薬学研究
科セミナーJ I学内スポーツ大会助成」へ研究、
健康両面で支援しています。 創立75周年記念事
業で寄贈した薬窓会記念会館の継続 とみなされ
る現在の薬学研究資料館の整備充実を行ったの
で、 薬窓会会員 以外の}j々 も広く多くの活用を
してドさい。
平成13年 (2001年) 21世紀最初の年に、 薬学
部玄関横記念碑の前に、 富山薬学専門学校時代
を偲ばせる記念碑の説明パネルを設置しました。
官立吉山薬学専門学校門碑、 県立薬業専門学校
門柱、 松樹、 大鳶岩 と忠孝石の説明文が書いて
あるので是非と もお読みドさい。
寓山医科薬科大学は、 医学 と薬学の融合 とい
う 斬新な瑚念の下に開学され、 研究発展に、 教
育に、 臨床治療に輝かしい成果を挙げられてき
ました。 平成18年度から、 薬学教育が 6 年制薬
剤師 養成コース と、 4 年+ 2 {f.の薬学研究者養
成コースに分かれて募集されるこ とになりまし
た。 臨床現場の研修を受け た薬剤師が平成24年
度から誕生するこ とになります。 医療の担い手
として薬剤師教育に配慮頂く と共に、 臨床現場
も熟知した薬剤師の研究者養成 も大切でありま
しょう 。
平成17年10月 1 日から富山大学、 高岡 短大 と
統合され、 新寓山大学が発足します。 国際化へ、
また、 地域社会へ、 そして、 学 と官 と産の連携、
人 づくり等の新展望を持って、 新しい大学、 国
内 有数の統合大学 として発展されるこ とを心か
ら願っています。
薬窓会はその歴史 と伝統の も と、 会員 の親睦
をはかりつつ、 併せて母校の発展に寄与出来れ
ば幸い と考えています。
第2節 地域活動 305 
第2節 地域活動
難波 教授(研) 薬用資源を ヒマラヤに訪ね
公開講座 て (学 内 見 学:薬 学 資 料
館)
「健やかに生きるために」の年度別開講一覧 出来田看護部長(病) 老人看護の実際 (学内
昭和60年度「薬と健康J 12.5時間 受講者7 6名
加須屋教授(医) 富山の成人病の現状
矢野 教授(医) 易しい成人病の話
森田 教授(薬) 薬用植物現地指導 (大沢野
町猿倉山周辺)
身近な薬草と健康管理につ
いて
大浦 教授(研) 和漢薬と代謝改善
寺津 助教授(病) 頭痛と和漢薬
昭和61年度「薬と健康J 12時間 受講者54名
加須屋教授(医) 老人ボケについて
倉知 教授(医) 老人ボケについて
辻 教授(医) 老人のかかり易い病気 整
形疾患
窪田 教授(医) 老人のかかり易い病気 眼
科疾患
片山 教授(医) 老人のかかり易い病気 泌
尿器疾患
吉崎 助教授(薬) (学 内施設見学:薬用植
物園)
荻田 教授(研) 老人と薬 和漢薬
難波 教授(研) (学 内見学:薬学資料館)
中川 副薬剤部長(病) 老人と薬 現代薬
出来田看護部長(病) 老人の看護の実際 (学
内施設見学:病院)
昭和62年度「薬と健康J 1 2時間 受講者43名
篠山 教授(医) 老人と心臓病
諸橋 教授(医) 老人と皮膚
高久 教授(医) 老人と脳卒中
古田 教授(医) 最近の歯科治療 いつま
でも、 おいしく食べられる
よう に一
木村 教授(薬) 薬の作用
吉崎 助教授(薬) (学 内見学:薬用植物園)
見学:病院)
昭和63年度「薬と健康J 12時間 受講者36名
佐々木教授(医) 肝炎の予防と治療
水越 教授(医) 高齢者の難聴
飯田 助教授(医) 腎臓病の話
森田 教授(薬) 身近な薬草と 2�3 の漢方
薬
小泉 (徹)教授(薬) 薬のできるまで
堀越 教授(病) 薬に関する最近の話題
寺津 助教授(病) 不安定愁訴と漢方薬
出来田看護部長(病) 老人看護の実際
平成 元年度「健やかに生きるためにJ 11. 5時間
受講者52名
篠山 教授(医) 心臓発作を防ぐために
楼川 教授(医) AIDSとはなにか
吉崎 助教授(薬) 生活の中の薬草
小野寺助教授(薬) 健康と体力作りの運動処
方
難波 教授(研) 健やかに食べよう
寺i事 教授(病) 若さを保つための和漢薬の
知識
出来田看護部長(病) 臨床看護者の立場から
施設見学 (薬用植物園、 薬学資料館、 附属
病院薬剤部)
平成 2 年度「健やかに生きるためにJ 11. 5時間
受講者6 3名
矢野 教授(医) 栄養と健康
加藤(義)助教授(医) 骨と加齢
布施 助教授(医) 高齢者と排尿障害
森田 教授(薬) 身近な薬草について
小橋 教授(薬) 日 本人の寿命
荻田 教授(研) においとあじ
斎藤 講師(病) こころ とからだの健康
施設見学 (薬用植物園、 薬学資料館、 病院
放射線部)
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平成3 年度「健やかに生きるためにJ 12時間
受講者63名
鏡森 教授(医) ライフスタイル と成人病予
防
高久 教授(医) 脳卒中の予防 と対策
田中 助教授(医) 消化管 (食道・胃・腸)
の出血
吉崎 助教授(薬) 薬草の，恩恵
i度透 教授(研) 動物実験から見た「老 化 と
和漢薬」
羽田 助 教 授(病) CT およびMRI検?をに
ついて
西国副看護部長(病) ささえあい生きる喜び
を
施設見学 (薬用植物岡、 薬学資料館、 病院
放射線部)
平成4 年度「健やかに生きるためにJ 12時間
受講者90名
渡透 教授(医)
倉生日 教授(医)
窪田 教授(医)
新居 講師(医)
木村 教授(薬)
森田 教授(薬)
肝臓 と病気
脳 と精神活動 両像診断
から
限の健康を守るために
5('[生の後半生 とホルモン
食べ物 とくすり
身近な薬草の利用について
服部 教授(研) 東洋人の知恵、
西田副看護部長 (病) 大学病院医療のインフ
ォメーション
平成5 年度「健やかに生きるために」 がん と
エイズ 12時間 受講者81名
楼川 教授([云) 後天性免疫不全症候群(エ
イズ)
北 川 教授(医) 増え続け る肺がん
鏡森 教授(医) がんの免疫 と予防
神郡 教授(医) がん と精神看護
田i宰 助教授(医) 大腸痛の予防はできるの
台、
清水 助教授(薬) がん と伝承薬物
服部 教授(研) エイズのクスリ開発最前線
龍村 助教授(病) がんの治療法について
平成6 年度「健やかに生きるためにJ 痛み と
のつきあいー 16.5時間 受講者80名
辻 教授(医) 痛み と仲良く生きるコツ
井上 教授(医) 胸の痛み 狭心症か? 一
高間 教授(医) 痛み とケア
遠藤 助教授(医) 頭痛・めまい とのつきあ
い方
新居 講師(医) 心配な痛み と心配ない痛み
痛みの正体を知ってかし
こくいきる方法
木村 教授(薬) 痛み と薬
清水 助教授(薬) 痛みにかかわりあいのあ
る天然薬草
食石 教授(研) 痛み と鎮痛の基礎
龍村 助教授(病) 癌の痛みとその対策
坂本 助手(病) 急性腹症 外科医から見
た腹痛
平成7 年度「健やかに生きるために」 腎臓と
病気- 14.2時間 受講者69名
小泉 教授(医) 腎臓の働き と尿毒症
稲葉 講師(病) 小児腎疾患の特徴
大角 講師(病) 糖尿病 と腎臓
施設見学 薬用植物園
横津 助教授(研) 腎疾患 と和漢薬
高田 助教授(医) 内 科的 腎疾忠の進行 とそ
の対策
宮原 助教授(薬) 腎臓 と骨障害
老同副看護婦長(病) 慢性腎疾患のセルフケ
ア と尿失禁の対処につ
いて
j酉本 講師(病) 腎結石杭ーその治療の革命
的 変化について
風間 講師(病) 腎臓に見られる泌尿器科的
疾患
平成8年度「健やかに生きるために」 肝臓 と
病気一 12時間 受講者74名
高屋 教授(医) 肝臓の構造と機能
竹日 教授(薬) 肝臓におけ る解毒作用 と解
毒ポンプ
高原 講師(病) アルコール と肝臓
門出 教授(研) 肝臓病 と和漢薬
白木 教授(医) 肝炎を起こすウイルスにつ
いて
渡辺 教授(医) 肝炎、 肝硬変、 肝がん 症
状、 診断と治療
明栄養管理室長(病) 肝臓病と食事療法
坂本 助教授(医) 肝臓の手術
平成9年度「健やかに生きるために」 一脳と病
気 12時間 受講者85名
小野 教授(医) 脳と心 感情・記憶のメ
カニズ ムとその老化
倉知 教授(医) 脳と心 精神分裂病研究
から
渡辺 教授(研) 老年期痴呆と和漢薬 基
礎研究から
寺i宰 教授(医) 老人性痴呆症と漢方治療
遠藤 助教授(医) 脳腫蕩 早期発見と治
療の進歩一
渡辺 教授(医) 肝炎、 肝硬変、 肝がん
症状、 診断と治療
高嶋 助手(医) 脳の病気に対する精神内科
的 アプローチ
川崎 教授(医) 小脳と運動 機能
高久 教授(医) 脳卒中の外科治療
平成10年度「健やかに生きるために」 心臓の
病気- 12時間 受講者6 6名
加須屋教授(医) 成人病の疫学 心臓病を
中d心として
市町 講師(医) 小児の心臓病
井上 教授(医) 成人の心臓病 早期発見
と治療
足立 教授(病) 心臓病と薬
麻野井講師(病) 心臓病と運動
三崎 教授(医) 身体に優しい冠動脈パ イパ
ス
高田 助教授(医) 高血圧と心臓 動脈硬
化
浜崎 教授(研) 動脈硬化と食事
高久 教授(医) 脳卒中の外科治療
平成11年度「健やかに生きるために」 一症状か
ら見た消化器疾患 15時間 受講者78名
大谷 教授(医) 消化器とは 自分の身体
を知る一
渡辺 助教授(病) おなかにしこりが 一画
像診断
斉藤 助教授(医) おなかと背中が痛い
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勝疾患なんか怖くない
塚田 教授(医) 眼が黄色い 一 日 帰り治療
もできるよう になった胆石
症
田中 教授(医) 胃の病気とピロリ菌
田i宰 教授(医) 便に血が混じる 大腸が
んと痔疾患
坂本 助教授(医) たべものがつかえる一食
道がんが色素でわかる一
渡辺 教授(医) お腹が張る 肝硬変
明栄養管理室長(病) 粥食はいいですか?
一 胃腸の弱い人、 肝臓
病の人一
寺津 教授(医) 便秘は病気? 一漢方では
こう 考える
平成12年度「健やかに生きるために」 日常生
活習慣と健康一 12時間 受講者51名
鏡森 教授(医) 疾病構造の変遷
諮 教授(研) 飲酒の楽しみと健康
梶田 教授(医) 生活習慣と骨粗悪症
成i頼 教授(医) 塩分と血圧
加須屋教授(医) 健康診断の意義とその生か
し方
成瀬 教授(医) 社会性と健康寿命
浜崎 教授(研) 食生活と動脈硬化
斎藤 教授(医) 女性と喫煙
平成13年度「健やかに生きるために」 一医療に
おける科学と伝統、 その変遷及び医療科学ト
ピックス 12時間 受講者 47名
実谷 教授(研) 養生の極意は「中を守る」
こと
鏡森 教授(医) ド イツのクナ イプ自然療法
にみる温泉と健康増進
北島 教授(医) I医療科学トピックス 1 J 
宇宙旅行から骨の健康を考
える
倉知 教授(医) 心を支える脳のメカニズ、 ム
木村 教授(医) ポストゲノ ム時代の骨と関
節の健康
永山 教授(医) 社会構造の変化と家族の変
� 
合
津田 教授(薬) I医療科学トピック2 J ゲ
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ノ ムDNAの正体 と医療
i斉木 教授 (研) Iイライラjする と「病気
が悪く」 なる
平成14年度「健やかに生きるために」 一感染症
の話 12時間 受講者54名
安岡 助教授 (医) 血液で媒介する感染症
炭谷 助教授 (医) 感染症から身を守るため
舟田 教授 (医) 正しく対処すればMRSA
も恐くない
根本 (信) 教授 (薬) 感染症 とテーラメーイド
治療
白木 教授 (医) ウイルス感染症に関する最
近の話題
村口 教授 (医) 感染症 と免疫について
丸山 講師 (医) 肺結核について
槍垣 助教授 (医) 皮膚の感染症について
平成15年度「健やかに生きるために」 高齢者
の疾患 12時間 受講者41名
成j頼 教授 (医) 高齢化社会における病気に
ついて
三崎 教授 (医) あなたに胸痛がおこったら
一身体に優しい心臓血管手
術
遠藤 教授 (医) 知っている と得する脳卒中
診療のまめ知識
布施 教授 (医) 前ι腺の病気について
早坂 教授 (医) 高齢者の白内障・緑 内 障・
黄斑変性
足立 教授 (病) 加齢による変化 と服薬のポ
イント
浜崎 教授 (和) 魚の油は健康にょい とされ
ています。 では、 リノール
酸は?
井上 教授 (医) 高血圧 とどう つきあう か?
平成16年度「健やかに生きるためにJ ーはじ
まった21世紀の医療 12時間 受講者34名
村日 教授 (医) I動き出した抗体医療」 エ
イズの抗体治療は可能か
畑中 教授 (薬) I新薬登場の背景」 イ ンフ
ルエンザウイルスの弱点 と
は
稲寺 教授 (医) I身近にひそむ環境 ホルモ
ンjヒトへの影響 と必要な
対応策
日高 講師 (医) Iジェンダースベシフイツ
ク・メディス ンj女性の特
性を考慮した医療 女性の
特性、 ホルモン変動やライ
フステージを考慮した医療
が必要 とされている一
武町 教授 (医) I薬の効き目 と薬物動態」
薬物トランスポーター とは
なにつ
橋本 教授 (薬) Iテーラー・メ イド医療の
時代」 個人の体質に合った
薬剤の選択 と服用量の決定
西条 教授 (医) I健やかに生きる脳のしく
み」 脳・神経系疾患を予防
するには
鈴木 助教授 (医) I健やかな老い と痴呆」 ァ
ルツハイマー病の理解と治
療戦略
平成17年度「健やかに生きるために」 災害・
救急、に備えて:講義 と実技 受講者67名
滝浮 教授 (医) 生活にひそむ危険
奥寺 教授 (医) 紋急医学の基礎 と実技
①「基本的心肺蘇生法処置
の確認J
②IAEDの知識・シ ナリ
オに対応した AED使用
実技」
③IAED使用方法の指導
法」
④「知識 と 実 技 の 確 認試
験」
住吉 講師 (医) 災害・事故後の精神科的 諸
問題
倉石 教授 (薬) 災害に備えるべき医薬品は
小松 教授 (和) I和漢薬の安全な利用法」
漢方薬・健康食品を理解し
て使う
リカレント教育
リカレント教育学習コース開設一覧 (富山県
委託事業)
平成4年度「薬学基礎J 32時間 受講者30人
現代薬学の特色 狐塚薬学部長(教授)
薬用植物と生薬 吉崎薬学部助教授
光学活性医薬品の入 小泉徹薬学部教授
手法、 分析法
微量分離分析法の二、 谷 村薬学部教
三の試み
胃と腸 竹口薬学部教授
薬としての生理活性 中川薬学部教授
物質
骨代謝と薬
腸内菌代謝
抗生物質の作用
宮原薬学部助教授
小橋薬学部教授
西薬学部教授
薬の効き方の遺伝学 荻田和漢薬研究所教授
薬のレセプター 木村薬学部教授
からだの中の薬の働 小泉保薬学部教授
き
脳に作用する薬 渡透和漢薬研究所教授
医療と界面活性剤 上野薬学部教授
市販製剤の評価 堀越附属病院薬剤部長
(教授)
薬の歴史 難波和漢薬研究所教授
平成5年度「創薬科学J 30時間 受講者31人
1 コース「最近の分離分析、 構造分析J
液 体クロマトグラ 谷 村薬学部教授
フィによる分離と分
析
活性天然物質の分離 清水薬学部助教授
と構造
構造分析の進歩
一核磁気共鳴
菊地和漢薬研究所教授
2 コース「最近の創薬合成J
活性ビタミンD 吉井薬学部教授
立体制御合成と創薬 小泉徹薬学部教授
有機合成計画法 百瀬薬学部教授
3 コース 「バ イオテクノ ロジーと薬学」
消化管エコロジー 小橋薬学部教授
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植物における遺伝子 西薬学部教授
操作の利用
和漢薬とバ イオテク 服部和漢薬研究所教授
ノ ロジー
4 コース「疾病と薬学」
炎症と抗炎症薬 中川薬学部教授
糖尿病態と インス リ 木村薬学部教授
ンの薬理
消化器j貴蕩と治療薬 竹口薬学部教授
う つ病とその薬物療 渡遁和漢薬研究所教授
法
痛みと鎮痛薬 倉石和漢薬研究所教授
5 コース「最近の薬剤・製剤学」
市販製剤の評価(そ 堀越附属病院薬剤部長
の 2 ) (教授)
リボソー ムとDDS 上野薬学部教授
薬動学・薬力学 小泉保薬学部教授
平成6 年度「薬学における情報処理技術の実際J
33時間20分 受講者24人
基本操作 五味実験実習機器セン
ター助教授
ワードプロセッサー 五味実験実習機器セン
ター助教授
実験データーの取り 森薬学部助手
込み
化学構造式の作成 高畑薬学部助教授
ケミカル アブストラ 武田薬学部講師
クトにおける文献検
索
分子モデル 武田薬学部講師
遺伝子解析 磯部富山大学工学部助
教授
統計、 検定 木村薬学部助教授
図、 表作成 篠田薬学部助手
画像処理・まとめ 森井薬学部講師
平成7年度「和漢薬を暮らしに生かすJ 30時間
受講者15人
正倉院の薬物は和漢 難波和漢薬研究所教授
薬か
和漢薬製剤に関する 堀越附属病院教授
諸問題
和漢薬の中の毒 松本和漢薬研究所助教
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授
なぜ葛根湯は風邪に 白木医学部教授
効くのか
飲んだ和漢薬の行方 服部和漢薬研究所教授
は
消化器系疾患 と和漢 嶋田医学部助手
薬
カニ の甲羅 (キ チ i斉木和漢薬研究所教授
ン) は癌に効くか
アトピー性皮膚炎の 関附属病院講師
和漢薬治療
和漢薬で痛みが治ま 倉石和漢薬研究所教授
るか
ベクチン と癌 田淳医学部教授
病める腎臓を和漢薬 横津和漢薬研究所助教
で治せるか 授
糖尿病 とは 大角附属病院講師
和漢薬の中の石鹸様 角田和漢薬研究所教授
成分 (サボニン)
自律神経失調症 松田医学部助教授
腹 8 分目で長生きす i度遺和漢薬研究所教授
るわけ
糖尿病 と和漢薬 木村薬学部教授
和漢薬 と老年痴呆 野村北海道大学教授
慢性関節リウマチ と 高橋附属病院助手
和漢薬
心臓の病気 麻野井附属病院講師
薬膳 と食文化を考え 難波和漢薬研究所教授
る
平成8年度「和漢薬に未来はあるかJ 30時間4 0
分 受講者19 人
富山の薬の現状 と将 植村富山県薬務食品謀
来 長
漢方治療 症 と方剤 伊藤医学部助教授
ルネッサ ンスを迎え 薪藤東京大学薬学部教
た伝統医薬品 授
水毒について 新谷医学部助手
漢方薬の服薬指導 堀越附属病院教授
ノtーキンソン病 とそ 檎山槍山医院医師
の治療
漢方生薬の製剤化 と 山本ツムラ中央研究所
品質管理 所員
肝臓の慢性疾患 樋口附属病院講師
天山山脈の薬用植物 難波和漢薬研究所教授
グリチルリチン と肝 白木医学部教授
炎
漢方生薬の品質管理 小松和漢薬研究所助手
民族薬物資料館見学 小松和漢薬研究所助手
薬学部薬用植物園見 有浮薬学部助教授
学
免疫応答性 (遺伝的 中島和漢薬研究所助教
体質) は変化するか 授
不妊 と和漢薬 副田医学部助手
庫み とその治療薬 長i宰和漢薬研究所助手
腰痛について 松井医学部助教授
生体糖鎖 と生理活性 畑中和漢薬研究所助教
授
和漢薬 と腸内細菌 服部和漢薬研究所教授
薬用人参の薬理 高 i度違和漢薬研究所教授
麗 人参からベトナム
人参まで一
平成9年度iDNAとバイオテクノロジ- J 30 
時間 受講者25 人
DNA 
DNA調整、 制限酵 平賀医学部教授、 森ケ
素による消化、 崎医学部助手
アガロースゲル電気 古谷田医学部助教授
泳動
ラット血清アルブ ミ 小川医学部助教授、 古
ンcDNAの塩基 配 谷田医学部助教授
列決定
RNA 
RNAの 調整、 ホ ル 浅野遺伝子実験施設助
ムアルデヒド変性、 教授
アガロースゲル電気 日比野遺伝子実験施設
泳動、 RT-PCR 助手
森ケ崎医学部助手、 小
川医学部助教授
ポリアクルア ミド電 古谷田医学部助教授
気泳動組換えDNA 浅野遺伝子実験施設助
の作製、 大腸菌の形 教授
質転換、 color selec- 日比野遺伝子実験施設
tlonによる形質転換 助手
大腸菌の識別方法
細胞培養への遺伝子導入
培養細胞への遺伝子 日比野遺伝子実験施設
導入(形質転換)形質 助手
転換細胞のルシフェ 浅野遺伝子実験施設助
ラーゼ活性の検出 教授
小川医学部助教授
平成10年度 iDNAとバイオテクノロジー」
30時間 受講者25人
D NAを目で見る
染色体の観察・ゲノ 浅野遺伝子実験施設助
ム (染色体由来の) 教授
D NAの調整
D NAを増幅する
日比野遺伝子実験施設
助手
ヒトD NAの特定部 定金薬学部助手、 岩波
位の PCRによる 増 薬学部助手
幅
D NAの構造を決定する
増幅されたPCR産物 柴田薬学部助手、 定金
の塩基配列の決定 薬学部助手
D NAを細胞に導入する
D NA の塩基配列の 柴田薬学部助手、 岩波
解析.D NAの大腸菌 薬学部助手
への導入
D NAを取り出す
プラスミドD NAの 浅野遺伝子実験施設助
調整、 制限酵素消化 教授
日比野遺伝子実験施設
助手
平成11年度iDNAとバイオテクノ口ジーJ 30 
時間 受講者15人
D NAを増幅して遺伝子異常を検出する
PCRに よ る ポンプ 浅野遺伝子実験施設助
遺伝子の増幅と変異 教授
の検出 日比野医学部助教授
遺伝子情報を解析する
インターネットによ 日比野医学部助教授
る遺伝子情報の検索 村田和漢薬研究所助手
と解析
D NAを細胞に導入する
晴乳動物細胞への遣 田淵(明)薬学部助手
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伝子導入と解析技術 日比野医学部助教授
RNAを細胞に導入する
アフリカツメガエル 酒井薬学部助教授
卵母細胞への遺伝子 浅野遺伝子実験施設助
導入 教授
医療の中の遺伝子技術
核移横技術とクロ一 村田和漢薬研究所助手
ン動物の作成
日常診断における遺 金兼医学部助手
伝子検査
産婦人科領域におけ 種部医学部助手
る遺伝子診断の現状
と可能性
平成12年度「遺伝子治療最近の進歩J 30時間
受講者23人
遺伝子と創薬 倉石薬学部教授
河野薬学部教授
今中薬学部教授
和漢薬資源と遺伝子 渡遺和漢薬研究所教授
(所長)
三川県国際健康プラザ
所長
遺伝子診断と電子治 白木医学部教授
療 宮脇医学部教授
斉藤 医学部教授
小方医学部助教授
生活習慣病と遺伝子 小林病院長
井上医学部教授
許 医学部教授
渡辺医学部教授
遺伝子解析と社会倫 盛永薬学部助教授
理
遺伝子実験施設見学 五味助教授
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大学等地域開放特別事業
小中学生及びその保護者を対象に、 大学等が
有する高度な研究・実験施設や附属農場・演習
林等を活用し、 対象者が日常体験できない多彩
な活動の機会を提供する。
平成11年度
遺伝子研究への招待
開催日:平成11年11月28日 浅野遺伝子実験
参加者:中学生13名、 教諭 施設助教授
4 名 白木医学部教授
内 存:大学で使用してい (施設長)
平成12年度
る器具、機材、試薬 田淵遺伝f実験
を使つての遺伝子 施設助子
実験体験 五味実験実習機
器センタ一助教
授
村口医学部教授
遺伝子研究への招待
開催日:平成12年 8 月7 日、 浅野遺伝子実験
8日 施設助教授
参加者:"1学生29 名、 保護 白木医学部教授
者 3 名 (施設長)
内 容:大学で使用してい 田淵遺伝子実験
る器具、 機材、 試 施設助子
平成13年度
薬を使つての遺伝 五味実験実習機
子実験体験 器センター助教
授
北村遺伝子実験
施設技術補佐員
最先端科学の世界を
開催日:平成13年10月27日 五味実験実習機
参加者:中学生24�号、 保護 器センター助教
者 1 名 授
内 容:呆物で電気が 人 森腰実験実宵機
聞が電池に 器センター総括
超低音の神秘 超 技術 官
伝導の不思議な世 川原実験実習機
平成14年度
界一 器センター主任
電子顕微鏡で見る 技術官
ミクロな世界他 吉井実験実宵機
器センター先任
技術官
恒田実験実習機
器センター先任
技術官
ときめき体感「不思議から始まるサイエンス」
開催日:平成14年: 11月9 日 五味実験実習機
参加者:中学生21名 器センタ一助教
内 容. インターネットで 授
平成15年度
科学する 森腰実験実習機
電子顕微鏡で見る 器センター総括
ミクロのtH:界 技術官
大型機器で漢方薬 川原実験実習機
を分析しよう 器センター主任
マ イナス2000Cの 技術官
世界を休験しよう 吉井実験実習機
器センター先任
技術官
恒田実験実習機
器センター先任
技術官
i宰谷実験実習機
器センター技術
日
ときめき体感「イt思議から始まるサイエンス」
開催日:平成1 5年11月1 5日 五味実験実背機
(土) 器センタ一助教
参加者:中学生2 5名 授
内 容:霞f顕微鏡で見る 森腰実験実習機
ミクロの世界 器センター総括
大型機器で漢方薬 技術官
を分析してみよう 川原実験実習機
ノーベル化学賞の 器センター主任
世界に触れる 技術官
� 19 60 Cの世界を 吉井実験実習機
体験しよう 器センター先任
超電導を体験して 技術 官
平成16年度
みよう 恒田実験実習機
器センター先任
技術官
i宰谷実験実習機
器センター技術
宮
「富山発 バ イオサ イエンス21J
開催 日:平成16 年 7月24 日 生命科学先端研
(土) 究 センター職員
参加者:小学生コース:小 五味分子・構造
学生・保護者45名 解析分野助教授
中学生コース:18 他
名 山本動物資源開
高校生コース:12 発分野助教授他
名 田淵ゲノ ム 機能
内 容:小学生コース:親 解析分野助教授
子で学ぶ小動物の 他
平成17年度
飼い方
中学生コース:液
庄司放射線生物
解析分野助教授
体窒素でおもしろ 他
実験:自然放射線
を見る
高校生コース:遺
伝子研究への招待
「富山発 バ イオサ イエンス21一身近な生命科
学研究 J (SPP 教育連携講座)
開催 日:平成17年 8月22 日 生命科学先端研
(月) 究 センター職員
参加者:新湊市立奈古中学 五味分子・構造
3 年生 56名
内 容:生命の神秘
顕微鏡の不思議
解析分野助教授
他
山本動物資源開
遺伝子研究の招待 発分野助教授他
自然放射線の画像 田淵ゲノ ム 機能
化・視覚化 解析分野助教授
他
庄司放射線生物
解析分野助教授
他
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